第２９回中部部会乳房画像研究会

日　時：平成20年11月23日（日）　9：20～10：50

場　所：アオッサ６階　（第２会場）

講　演：「当院における乳がん診断の現状

－デジタルマンモグラフィと超音波画像の対比－」

講　師：福井県立病院外科医長　大田　浩司　先生

乳がんの罹患率は依然として増加し、死亡率も増加しています。早期発見のために行われているマンモグラフィ検診の受診率も、目標とする50％には程遠いのが現状です。また高濃度乳房におけるマンモグラフィのがん発見率が低いことから、超音波による検診の有効性評価が始まっており、早期発見に向けたいろいろな取り組みが行われています。

今回は、福井県立病院で乳腺を専門としている外科医の立場から、デジタルマンモグラフィの3年間の経験を基に、乳がん診断の現状についてお話いただきます。

